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1　国語科における「自立」の基本的な考え方

一人ひとりが自立に向かうためには,自ら学習すべき課題を見つけ,課題解決のための

方法を考え,追究するなど「自分の力で学ぶ」ことを重視しなければならない。子どもた

ちは,ことばを読んだり,書いたり,聞いたり,話したりする活動を通して,「もの」「こ

と」をとらえる。それを言語活動を通じてより確かに,より豊かなものにしていくことが,

国語科における「学び」と考えている。

一斉授業における言語活動の場面では,お互いの考えや感じたことをことばを介して伝

え合うことで,一人ひとりの学習意欲が刺激されたり,ものの見方が広がったり,考え方

に新たな視点が加わったりする。つまり,一人ひとりの「学び」がかかわりあって「学び

合い」を生むことにより,さらに「自分の力で学ぶ」ことを確かなものにしていき,「学

び」の質的向上を図ることができるのである。

このような考え方を踏まえて,本校では,国語科において「子どもが自立に向かう」こ

とを次のように定義した。

こ とば を媒体 とした主体 的 な言語 活 動 (読 む こ と ・聞 くこ と ・話 す こ と ・書 くこ と)

を通 して, ものの 見方 ・考 え方 ・感 じ方 をよ り確 か に, よ り豊 か に してい き, 自分 を見

つ め常 に向上 して い こ うとす る力 を身 につ けて い くこ と

2　サブテーマ「人やものとかかわることを大切にして」のとらえ方

国語科の学習で子どもたちが出あう「もの」「こと」は教

材である。教材と向き合うことで自分なりの課題をもち,

話し合いの中で他人や新しい自分の考えと出あい,かかわ

りあい,ことばとの関係を深めていく。教材に対する意識

が高まれば,学習の場で,ものの見方や考え方・感じ方を

より一層広げたり,深めたりすることができるだろう。

一斉授業の形態における国語科の学習とは,教材を通じ

て,ことばを学び,ことばを使い,ことばと向き合うこと

で,他人のもつ様々な言語活動の経験とかかわりあうこと

だと考えることができる。そのようなかかわりの中で,自

己認識力とコミュニケーション能力を高めることができ

る。前者は自己のうちに,意見・感想・疑問などの認識を

確立できること,後者は,自己の認識を他人の認識と比較・

対象化して,相違を明らかにしたり,考えや立場を伝えた

りできることだと考える。学習指導要領に提示された「伝

え合う」力に相当するものと言えるだろう。

このような力が身につくことで,自分自身の言語活動を磨き,より豊かなものにしてい

くことができるだろう。他人の考えと向き合い,自分自身を見つめる活動を繰り返すこと

で,自他へのかかわり方の広がりや質的な深まりも期待できる。

具体的な支援として,「なぜ(目的)」「何を(内容)」「どのように(方法)」「だれに(相
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手)」を明確にし,子どもの「学び」の支えになるような場の設定を工夫したい。また,そ

れが生きて働くものになるためには,日常化を図ることが必要となる。表現することを楽

しみ,お互いが認め支え合う中で,ことばが磨き合える場を意図的に設定したい。

このような「学び」を積み重ねることにより,チビもたち一入ひとりがことばにこだわ

りをもちながら,人むもの・こと全てを含む自分を取り巻く世界に主体的にかかわろうと

するようにしていきたいと考えている。

3　テ邱マに迫る授業の具現他

聞　主体的に「学ぶ」ことをめざして

子どもが主体的に学ぶためには,授業がおもしろくて魅力のあるものにならなければな

らない。自らが課題をもち,それを解決しようと考え,懸命になって活動しているとき,

あるいは,活動をしていて好奇心や問題意識をかき立てられているとき,子どもたちは自

然と生き生きとした表情になるにちがいない。そうした授業を実現するために,子どもの

側に立った学習過程を重視し,次のことを大切にしていきたい。

「
①これまでの言語活動から一入ひとりの実態を把握すること

②チビもたちにとって切実で目的意識のある課題になるように支援すること

③課題解決の具体的な方法(学び方)を考える場を保障すること

④自分の考えにもとづいて,解決しようとする主体性を重視すること

⑤ふりかえりの場を設け,学びの成果とさらなる課題が自覚できるようにするこ

(2)「学び合い」による質的な高まりをめざして

「学び合い」を成立させるためには,「伝え合う」カを重視する必要があり,「聞き合い」

「話し合い」活動がその中心となる。「合う」ということばの中に,一方通行でない相互理

解・相互交流の意味が含まれている。単に相手の話す内容を理解すればよいということで

はなく,相手の意図などの内面に迫るものでなければならない。さらに,相手に対して自

分の思いや考えを伝えようとする姿勢も大切である。そのような「伝え合う」カが「学び

合い」を支え,成立させると言っても過言ではないだろう。

実践にあたっては,チビもたちが「学び合い」をすることの価値を実感できるものにな

ることが大切である。チビもたちが価値を実感できるのは,次のような場合と考える。

〇日分の思いや考えが認められ,生かされた場合

〇日分の思いや考えと違うものに気づき,納得できた場合

〇日分の思いや考えがさらに深まった場合

そのために,必要な教師の働きかけとしては,次のことが考えられる。

○何についての「学び合い」かを明確にするために,焦点化すること

O「学び合い」に参加できるように,他人の考えをじゆうぶんに聴き,共通点や相違点

を整理し,一入ひとりが自分の考えをもつこと

O「学び合い」が深まるようにラ　自分の考えを明確に表現し,伝え合うこと

O「学び合い」によって明らかになったことをふりかえる場を保障すること

4　国語科と総合的な学習との連携

総合的な学習でも,様々な場面において言語活動(聞くこと・話すこと,読むこと,書

くこと)が重要な役割を果たすことになる。国語科で系統的・継続的に積み上げられてき

た力を発揮し,さらに確かなものとして定着を図る場として期待できる。

今,大切にしなければならないことは,国語科と総合的な学習について,ことばのカを

培うための相乗効果をも~たらすような連携を図ることだと考えている。
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5　成果と課題

昨年度までの課題として,課題が子どもたち一人ひとりのものとなっていたか,課題設

定における教師の支援の仕方はどうか,発達段階に応じたふりかえり(評価)のあり方の

3点が挙げられた。さらに,子ども主体の学習活動とするため,課題解決的な学習の系統

性なっながりを含めたカリキュラムの見直しも検討課題となっている。

ここでは,「国語科の基本的な考え方」項3「テーマに迫る授業の具現化」に沿って,成

果と課題を整理してみたい。(成果○　課題●)

(1)主体的に「学ぶ」ことをめざして

①課題設定における支援の工夫と課題

○初発の感想をもとに,全体の場で練り上げる話し合いをもつことによって,課題の質

が高まった。

○文章を突き放す評価読みを重視することによって,抽象度の高い思考が可能になって

きた。また,教材文が自分にとってどういう値打ちのあるものなのか,判断する力が

育ちつつある。

○日常生活の中での子どもたちの言語活動の実態を把握することで,一人ひとりに応じ

た支援をすることに役立てることができた。

●課題が断片的になりがちであった。初発の感想を共有する場,自他の課題を比較・関

連させる場を保障する。自分の課題の問題点を見つめ,納得できるようにしたい。

②課題解決に向け,子どもたちが確かな考え(方法)をもつための支援

○課題づくりのふりかえりを次に活かすことによって,「自ら学ぶ」意識が徐々に育って

きた。

○これまでに学習したことと結びつけることによって,どのような学習活動をすればよ

いのかを考えることができるようになった。

③より質の高い学習をめざしたふりかえりの場をもつための支援

○学習内容だけでなく,発表の仕方・話し合いの進め方について,ふりかえりができる

ようになった。単元全体や一単位時間のふりかえりの場が定着してきている。

●さらに,ふりかえりをどう生かすのかを常に意識し,ふりかえりがスパイラルに連続

する学習の取り組みを構成しなければならない。評価の観点をはっきりさせることで,

今何を学ぶのか明確にし,自覚をもつことができるようにしたい。

(2)「学び合い」により学習の質的な高まりをめざして

○叙述を根拠とした話し合いの焦点化を図ることによって,自分の考えをもつことがで

きるようになった。また,発表に対する主体性が見られ始めた。

○聴く姿勢を重視することにより,自分の考えと比べてさらに深めようとする姿が見ら

れた。

○様々な学習活動と関連づけて「学び合う」ことの意識づけを行うことによって,支持

的な雰囲気のもと,批判する力もついてきた。

●指導・支援が,子どもたちの意欲・関心の支えとなり,「学び合う」必要性を感じるも

のになっているかをさらにていねいに見取っていく必要がある。

これらの成果と課題から,本校国語科では「課題づくり」の重要性を再認識した。課題

の質を高めることが,追究・ふりかえりの質も高めるだろう。その学習過程で身についた

力が,教室という枠を越えて「実の場」でよりたくましくはたらく力となる。来年度は,

一人ひとりの思いが集約されていく過程が子どもたち自身にわかる「課題づくり」に焦点

を当て,さらにその成果を問いたい。
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